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特 集

　

山
江
村
文
化
協
会
は
、
平
成
17
年
９
月
に
設
立
し
、
現
在
、

13
部
（
サ
ー
ク
ル
）
で
活
動
。
今
回
、
初
め
て
の
文
化
祭
で
も

あ
り
、
各
部
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
発
表
と
あ
っ
て
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
清
流
と
ほ
た
る
の
里　

文
化

芸
術
の
祭
典
」
山
江
村
文
化
協
会

主
催
（
藤
田
博
司
会
長
・
会
員
数

１
５
０
人
）
に
よ
る
第
一
回
山
江

村
文
化
祭
が
、
平
成
20
年
３
月
２

日
（
日
）、
山
江
村
体
育
館
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
午
前
九
時
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
先
星
子
副
会
長
の
開
会
宣
言

に
よ
り
華
や
か
に
開
幕
、
続
い
て

主
催
者
代
表
と
し
て
藤
田
博
司
会

長
が
、「
記
念
す
べ
き
、
第
一
回

山
江
村
文
化
祭
が
、
多
数
の
ご
来

賓
と
地
域
住
民
の
方
々
の
ご
観
覧

に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
大
変
嬉
し
く
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
挨
拶
。

　

来
賓
の
内
山
慶
治
村
長
、
田
村

四
郎
村
議
会
議
長
か
ら
「
今
後
も

文
化
協
会
に
は
、
地
域
振
興
の
た

め
に
も
積
極
的
な
活
動
を
期
待
し

て
い
ま
す
」と
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
。

　

開
会
式
に
合
わ
せ
て
、（
２
月

28
日
〜
３
月
９
日
ま
で
歴
史
民
俗

資
料
館
多
目
的
ホ
ー
ル
展
示
）
第

２
回
清
流
と
ほ
た
る
の
里
ジ
ュ
ニ

ア
・
ア
ー
ト
展
（
村
内
の
保
育
園

･

小
中
学
校
児
童
生
徒
絵
画
作
品

展
、
出
展
総
数
５
１
５
点
）
の
各

賞
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
第
２
回
大
賞
に
は
山
田

小
学
校
５
年
生
の
宮
田
宇
宙
君
が

選
ば
れ
、
藤
田
会
長
よ
り
表
彰
状

と
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
式
終
了
後
ス
テ
ー
ジ
発
表
の

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
を
飾
っ
た
の

は
、お
は
な
し
の
会「
お
ひ
さ
ま
」。

た
く
さ
ん
の
観
客
の
前
で
の
発
表

は
初
め
て
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
村
内
の
特
産
品
名
を
用
い
た

手
遊
び
歌
や
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ

て
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、

観
客
と
一
体
と
な
り
会
場
を
和
ま

せ
た
。

　

山
江
保
育
園
児
の
合
奏
、
三

味
線
部
、
尺
八
（
西
孝
恒
さ
ん
）、

マ
リ
ン
バ
（
千
原
紀
子
さ
ん
）
の

演
奏
、章
鹿
倉
保
育
園
児
の
遊
戯
、

万
江
保
育
園
児
の
声
唱
、
舞
踊
部

の
踊
り
、
山
田
小
学
校
児
童
の
童

話
発
表
、
英
会
話
部
、
青
年
団
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
部
の

歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
各
ス
テ
ー
ジ

発
表
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

お
く
ら
れ
て
い
た
。

　

会
場
中
央
に
は
、
書
道
部
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
陶
芸
部
、
絵
画
部
、
写
真
部
、

浪
漫
探
検
隊
、山
江
中
学
校
の「
い

じ
め
根
絶
標
語
」
な
ど
の
作
品
が

数
多
く
展
示
さ
れ
、
癒
し
の
空
間

を
表
現
し
、
会
場
に
華
を
添
え
て

い
た
。

　

今
回
の
文
化
祭
に
は
、
文
化
協

会
各
サ
ー
ク
ル
を
は
じ
め
、
村
内

の
保
育
園
小
・
中
学
校
、
青
年
団

等
か
ら
も
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品

展
示
の
参
加
が
あ
り
、
地
域
を
あ

げ
て
文
化
祭
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
会
場
に
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
観

客
で
埋
ま
り
、
山
江
村
の
文
化
芸

術
を
官
能
で
き
た
楽
し
い
一
日
に

な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
文
化
協
会
で
は
、
各
部
と

も
会
員
加
入
を
随
時
受
付
て
い
ま

す
。
一
緒
に
活
動
す
る
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
方
の
加
入
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

山
江
村
文
化
協
会
事
務
局

　

山
江
村
教
育
委
員
会
内

「羅生門」舞踊部
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「
第
２
回
大
賞
に
宮
田
君
」

　

第
２
回
清
流
と
ほ
た
る
の
里

ジ
ュ
ニ
ア･

ア
ー
ト
展
（
出
展
者

417
人
、
出
展
総
数
515
作
品
）

表
彰
者
は
次
の
と
お
り

第
２
回
大
賞

　

宮
田　

宇
宙
（
山
田
小
学
校
）

山
江
村
長
賞

　

世
川　

菜
摘
（
山
江
中
学
校
）

〃
議
会
議
長
賞

　

橋
本　

幸
稀
（
万
江
小
学
校
）

〃
文
化
協
会
長
賞

　

嶽
元　

彩
圭
（
山
江
保
育
園
）

〃
教
育
委
員
会
賞

　

吉
永
衣
舞
姫
（
万
江
保
育
園
）

　

上
田　

崇
人（
章
鹿
倉
保
育
園
）

特
選

　
（
章
鹿
倉
保
育
園
）

　
　
　
　

羽
月　

彩
菜

　
（
山
江
保
育
園
）

　
　
　
　

横
山　

楓
海

　
（
山
田
小
学
校
）

　
　
　
　

嶽
本　

壮
汰

　
　
　
　

宮
田　

悠
河

　
　
　
　

松
本　

大
希

　
　
　
　

渕
田　

憲
人

　
　
　
　

黒
木　

亜
美

　
　
　
　

嶽
本
い
ず
み

　
　
　
　

福
山
由
璃
亜

　
　
　
　

田
村　

真
晶

　
　
　
　

萩
原　

桃
香

　
　
　
　

岩
崎　

慎
司

　
（
万
江
小
学
校
）

　
　
　
　

一
二
三
友
佳

　
　
　
　

福
屋
な
の
か

　
　
　
　

小
田　

幸
毅

　
　
　
　

田
辺　

春
輝

　
　
　
　

豊
永　

康
平

　
（
山
江
中
学
校
）

　
　
　
　

米
良　

康
平

　
　
　
　

田
山
加
奈
子

　
　
　
　

豊
永　

百
合

　
　
　
　

廣
田　
　

繕

「九州まつり唄」レクレェーションダンス

書道・フラワーアレンジ部の作品展示

パッチワーク部の作品展示

章鹿倉保育園の遊戯

読み聞かせグループ（おひさま）の「おだんごころころ」
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２
月
16
日
（
土
）
今
回
で
３
回
目
を
数

え
る
関
東
地
区
丸
岡
会
が
八
重
州
富
士
屋

ホ
テ
ル
（
東
京
都
中
央
区
）
を
会
場
に
、

東
京
近
郊
の
本
村
出
身
者
65
名
、
山
江
村

か
ら
27
名
、
計
92
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
東
七
郎
会
長
よ
り
「
山
江
弁
で

語
り
焼
酎
を
飲
み
、
親
睦
を
深
め
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

内
山
村
長
、
田
村
村
議
会
議
長
よ
り
来
賓

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て

映
画
「
北
辰
斜
に
さ
す
と
こ
ろ
」
の
神
山

征
二
郎
監
督
に
も
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
神
山
監
督
は
祝
辞
の
中
で
「
今
年
は

是
非
ほ
た
る
の
飛
ぶ
時
期
に
山
江
村
に
お

じ
ゃ
ま
し
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
熊
本
市
か
ら
参
加
さ
れ
た
田
村

多
利
さ
ん（
熊
本
丸
岡
会
会
長
）の
乾
杯
で
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
出
席
者
は

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
祝
い
、
歓
談
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

山
江
村
の
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

焼
酎
や
栗
の
加
工
品
、
乾
物
な
ど
が
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
、
関
係
者
を
喜
ば
せ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
「
東
京
に
出
て

き
て
、
つ
ら
い
時
、
苦
し
い
時
、
支
え
に

な
っ
た
の
は
、
い
つ
も
故
郷
山
江
村
だ
っ

た
」
と
い
う
故
郷
へ
の
想
い
を
語
ら
れ
、

会
場
か
ら
は
拍
手
が
沸
き
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
、
ま
た
こ
の
日
の
た

め
に
準
備
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
世
話
人
の

方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

村
民
に
よ
る
村
づ
く
り
検
討
会
（
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
、
２
月
28
日
、
29
日
の

両
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
及
び

山
江
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
を
昨
年
11
月
27
日
、
28
日
に

開
催
し
、
村
づ
く
り
総
合
計
画
の
地
区
別

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
地
域
の
資
源
（
ひ

と
、
も
の
、
こ
と
）
の
洗
い
出
し
を
行
い
、

そ
の
魅
力
を
活
か
し
た
地
域
を
元
気
に
す

る
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
第
１
回
目
で

検
討
さ
れ
た
地
域
資
源
の
活
用
方
策
に
つ

い
て
そ
の
緊
急
度
、
重
要
度
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
す
ぐ
に
取
り
組
む
内
容
や
、

長
期
的
に
取
り
組
む
内
容
を
検
討
し
ま
し

た
。
今
後
、
山
江
村
総
合
振
興
計
画
策
定

に
か
か
る
、
地
区
別
計
画
策
定
の
基
礎
と

し
て
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

２
月
13
日
（
水
）
山
江
村
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
お
い
て
、
介
護

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
講
式
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
介
護
予
防
に

関
す
る
知
識
や
技
術
を
学
び
、
地
域
に
介

護
予
防
や
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
３
月
19
日

（
水
）
ま
で
計
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施
し
ま

す
。
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
地
域

の
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
介
護
予
防
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方
を
募
集
し
、

今
回
の
講
座
に
は
村
内
各
地
か
ら
26
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
、
本
村
の
福
祉
の
現
状
や

介
護
予
防
に
つ
い
て
住
民
福
祉
課
長
や
保

健
師
よ
り
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
第
２
回

目
は
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援

セ
ン
タ
ー
（
御
薬
園
）
か
ら
作
業
療
法
士

の
田
中
圭
吾
氏
を
講
師
に
招
き
、
全
員
で

輪
に
な
り
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ア
ッ
プ
体

操
の
実
技
を
行
い
ま
し
た
。
熱
心
に
、
ま

た
時
に
は
笑
い
も
あ
り
楽
し
い
雰
囲
気
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
受
講
後

は
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
転
倒

予
防
教
室
な
ど
の
介
護
予
防
事
業
に
お
手

伝
い
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

高
齢
化
が
年
々
進
ん
で
お
り
、
み
ん
な

が
互
い
に
元
気
を
分
け
合
っ
て
支
え
て
い

く
時
代
で
す
。
こ
の
養
成
講
座
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
行
政
と
地
域
が
連
携
し
、
地

域
に
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
の
輪
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の　
　
　
　
　

　
　
　

養
成
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す

故
郷
に
想
い
を
馳
せ　
　
　
　
　
　

第
３
回
関
東
地
区
丸
岡
会
開
催

村
づ
く
り
検
討
会
開
催　
　
　
　
　

11
月
に
引
き
続
き
２
回
目
を
開
催



広報やまえ　平成 20年３月　　第 219号5

　

平
成
19
年
２
月
15
日
（
金
）、
東
京
都
内

に
お
い
て
生
活
協
同
組
合
東
京
マ
イ
コ
ー

プ
主
催
に
よ
る
「
山
江
村
長
講
演
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
講
演
は
、
役
場

か
ら
東
京
へ
派
遣
し
て
い
る
川
口
主
事
の

勤
務
す
る
N
P
O
と
の
関
係
で
実
現
し
た

も
の
で
す
。

　

東
京
マ
イ
コ
ー
プ
は
、
生
産
者
と
組
合

員
の
同
じ
目
線
に
立
っ
た
食
品
づ
く
り
を

行
う
目
的
で
産
地
交
流
事
業
を
行
っ
て
い

る
生
協
で
す
。

　

今
回
の
講
演
目
的
は
、
東
京
マ
イ
コ
ー

プ
が
産
地
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
く
う
え

で
、
都
市
と
農
村
と
の
交
流
の
先
に
ど
う

い
っ
た
未
来
を
築
い
て
ゆ
く
べ
き
な
の
か

を
講
演
を
通
し
て
考
え
る
も
の
で
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
山
江
村
の
D
V
D
を
放

映
し
、
そ
の
後
山
江
村
の
政
策
展
開
を
中

心
と
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
山
江
の
栗
を
食
べ
た

こ
と
が
あ
り
、
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
。

今
後
は
焼
く
な
ど
し
た
調
理
済
み
の
商
品

も
販
売
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
や
、「
今

後
生
協
で
も
商
品
の
取
扱
が
行
え
る
の
で

し
ょ
う
か
」
と
の
問
い
が
あ
り
、
山
江
村

の
特
産
品
が
評
価
さ
れ
た
形
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
「
観
光
客
用
に
レ
ン
タ

ル
電
動
自
転
車
を
貸
し
出
し
て
は
ど
う
か
」

と
い
う
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
東
京
マ
イ
コ
ー
プ

の
理
事
の
み
な
さ
ん
で
山
江
村
へ
是
非
足

を
運
び
た
い
と
い
う
声
も
あ
り
、
今
後
へ

の
発
展
も
楽
し
み
で
す
。
参
加
し
た
大
学

生
は
「
３
月
に
山
江
村
で
農
村
体
験
を
さ

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
申
込
が
あ
り
、
３
月

下
旬
に
山
江
村
を
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
を
通
し
て
、
都
市
住
民
に

と
っ
て
も
山
江
村
は
魅
力
的
な
村
で
あ
る

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
で
の
内
山
村
長
講
演
会

〜
都
市
の
生
活
者
へ
伝
え
た
い
こ
と
〜

　

３
月
７
日
（
金
）、
歴
史
民
俗
資
料
館
へ

茅
葺
模
型
工
房
の
井
出
克
彰
さ
ん
（
熊
本

市
尾
上
）
よ
り
山
田
大
王
神
社
ミ
ニ
チ
ュ

ア
模
型
１
／
20
モ
デ
ル
の
贈
呈
が
あ
り
ま

し
た
。

　

井
出
さ
ん
は
、
昨
年
、
同
資
料
館
で
３

月
１
日
か
ら
２
週

間
実
施
し
た
、
特

別
展
「
ミ
ニ
チ
ュ

ア
茅
葺
民
家
と
農

具
」
約
百
点
展
示

が
縁
で
、
特
別
展

最
終
日
に
、「
是
非
、

次
は
山
田
大
王
神

社
を
製
作
し
て
下
さ
い
」
と
の
懇
談
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
今
回
実
現
し
た
も
の
。

　

製
作
に
は
、
４
ヶ
月
か
か
り
、
神
社
本

体
や
神
殿
、
境
内
、
鳥
居
、
銀
杏
の
木
ま

で
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
、
午
後
に
奥
さ
ん
と
二
人
で
同
資

料
館
に
来
館
さ
れ
、
古
賀
教
育
長
（
館
長
）

に
模
型
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
内
山
村
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、

昨
年
の
特
別
展
開
催
の
お
礼
と
今
回
の
報

告
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
山
村
長
は
、「
実
物
そ
の
も
の
、
あ
ま

り
の
精
密
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
同
資
料
館
の

目
玉
の
一
つ
に
な
る
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

平
成
十
九
年
度
人
吉
球
磨
教
育
論
文
表

彰
式
が
、
二
月
十
八
日
、
人
吉
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
職
員
の
研
鑽
と
資
質
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
。（
百
三
十
一
点
応
募
）

　

今
年
度
も
、
村
内
の
小
中
学
校
か
ら
も

多
数
応
募
い
た
だ
い
た
結
果
、
特
選
５
点

の
中
に
、
山
田
小
学
校
手
石
方
敬
教
諭
と

山
江
中
学
校
木
下
は
る
み
教
諭
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

村
内
の
学
校
か
ら
特
選
入
賞
は
、
昨
年

に
続
き
３
年
連
続
。
郡
市
内
で
も
山
田
小

学
校
の
３
年
連
続
は
偉
業
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
古
賀
教
育
長
は
、「
入

賞
入
選
さ
れ
た
先
生
方
に
敬
意
を
表
し
、

今
後
も
山
江
村
の
児
童
生
徒
の
教
育
の
為

に
よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
喜
び
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

特
選　

手
石
方　

敬　
　
（
山
田
小
）

　
　
　

木
下
は
る
み　
　
（
山
江
中
）

入
選　

加
登
住
貴
子　
　

犬
童　

裕
美

　
　
　

酒
井　

克
己　
　

宮
﨑　

公
惠

　
　
　

田
代
千
恵
子　
　

武
井　

保
守

　
　
　

藤
川　

知
子　
　

東　
　

篤
哉

　
　
　

須
恵　

勝
幸　
　

仲
嶺　

敦
子

　
　
　

木
崎　

正
邦　
　
（
以
上
、
山
田
小
）

　
　
　

光
永　

万
美　
　
（
万
江
小
）

本
物
そ
っ
く
り
！
風
景
忠
実
に
再
現

山
田
大
王
神
社
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模
型

『
手
石
方
教
諭
、
木
下
教
諭
が
特
選
』

平
成
十
九
年
度
教
育
論
文
表
彰



第 219号　平成 20年３月　広報やまえ 6

　平成20年4月より75歳（一定の障害があると認定された人は65歳）以上の方が全員加入することとな
る「後期高齢者医療制度」が始まります。
　この制度が始まることにより、みなさんに納めていただく国民健康保険税が次のように変わります。

　これまでは、医療分と介護分を合算して課税しておりましたが、後期高齢者医療制度の円滑な運営のた
め、新たに「後期高齢者支援金」を合算して課税することになります。
※税率については、決定しだいお知らせいたします。

　従来の納付方法では、納付書によるものと、口座振替によるもののいずれか二つの方法で納付していた
だいておりましたが、２０年度より下記に該当される国保加入世帯の世帯主の方は、原則として年金より
天引きとなる「特別徴収」という納付方法に変わります。（介護保険料とあわせて特別徴収します。）
■特別徴収の対象となる方
　世帯内の国保加入者全員が６５歳以上７５歳未満の世帯主（擬制世帯主を除く）であって、年額１８万
円以上の年金を受給している方。ただし、介護保険料と国民健康保険税の合算額が年金受給額の２分の１
を超える場合は、国民健康保険税の特別徴収を行いません。
　６５歳未満の方および上記に該当しない方の保険税納付方法につきましては、従来どおりの方法で納付
をお願いいたします。

　平成２０年度の学童保育所入所申込についてお知らせいたします。
学童保育所は、保護者が就労等により、どなたも家庭におられない方々のために、授業終了後に子どもさんを預
かり、宿題の指導、遊びの場の提供など健全な育成を図るため設置された児童育成の場です。
平成２０年４月からは、山江村学童保育所は公立から私立へと設置・運営が移行され、万江保育園においても、
新しく学童保育所（学童クラブ）が開設されることとなり、下記の
ご利用される場合は、希望する学童保育所へお問い合わせのうえ、お申込下さい。

記
○対象児童　　山江村内の小学校へ就学している児童（1年生～6年生）
○学童クラブ（学童保育所）の概要

名 称 及
び 位 置

章鹿倉学童クラブ
山江村大字山田乙2030
（山田小隣）

山江保育園学童クラブ
山江村大字山田丁189

まえ学童クラブ
山江村大字万江甲932-4
（万江小隣）

実施場所 学童保育専用施設　定員：30名 山江保育園　定員：20名 万江保育園　定員：5～10名

設置運営 社会福祉法人　暁福祉会（私立） 社会福祉法人　渕田福祉会（私立）特定非営利活動法人　ひまわりステーション（私立）
施 設 長 園長　安部　良子 園長　渕田　睦子 理事長　松本　美恵子
開館日及
び 時 間
( 変 更 の
場 合 有 )

月～土曜(祝,祭日,年末年始除く)
・平日　 授業終了後～午後７時
・土曜　　 午前７時～午後６時
・長期休暇 午前７時～午後７時

月～土曜(祝,祭日,年末年始除く)
・平日　　　午後3時～午後7時
・土曜　　　午前7時～午後5時
・長期休暇　午前7時～午後7時

月～土曜(祝,祭日,年末年始除く)
・平日　 授業終了後 ～ 午後７時
・土曜　　 午前７時 ～ 午後７時
・長期休暇 午前７時 ～ 午後７時

料 金

入会金：2,000円
平日３年生以下：月額5,000円
　　４年生以上：月額4,000円
(長期休暇等のみ利用）日額600円

登録料：2,000円（年額）
利用料：3,000円（月額）
※長期休暇のみ利用：6,000円

入会金：2,000円
平日３年生以下：月額4,500円
　　４年生以上：月額3,500円
(長期休暇等のみ利用）日額600円

問合せ先 章鹿倉学童クラブ：℡22-7414 山江保育園：℡22-4701 万江保育園：℡24－1930

平成20年度より国民健康保険税が変わります

平成20年度学童保育について（お知らせ）

いままで これから

医 療 分
（加入者全員）
限度額：５６万円

医 療 分
限度額：４７万円

介 護 分
限度額：９万円

が 後期高齢者医療制度の円滑な運営のたこれまでは 医療分と介護分を合算して課

介 護 分
（40～64歳）
限度額：９万円

３本立てに

しておりましたがが 後

新 設
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１．平成１８年において日本国内で２名の狂犬病患者が発生しました。二人とも海外で犬に咬まれ
て狂犬病ウイルスに感染し、帰国後に狂犬病を発症して２人とも死亡しました。
　　狂犬病は、発症すれば有効な治療法が無く、暫くの潜伏期間を経て発症し、恐水・恐風・幻覚
症状が現れて急速に衰弱し、最後は呼吸困難で１００％死亡する恐ろしい感染症です。
　　私たちが、動物を安全に飼育できるのは、国内での徹底した狂犬病予防注射の効果によるもの
です。犬の登録及び予防注射の実施は、狂犬病予防法により飼い主に義務付けられていますので、
生後９０日以上の犬は、下記により新規登録をし、獣医師の診察を受けて予防注射を受けて下さ
い。
２．当日、体調が悪くないか、病気をしていないかを確認して下さい。
３．生ワクチンを注射している場合は、１ヶ月以上の間隔を空けて下さい。不活性化ワクチン及び
他のワクチンを注射している場合は、１週間以上の間隔を空けて下さい。
４．登録料・注射料金及び注射日程
　○　新規登録の犬（登録料３，０００円、注射料金３，０００円）
　○　既に登録をしている犬（注射料金のみ３，０００円）　
　○　日時・場所

　　平成２０年４月２４日（木）（第１日目）　　　　 平成２０年 4月２５日（金）（第２日目）
時　　　　間 指　定　場　所 時　　　　間 指　定　場　所

午前  8:30～午前  8:50 合戦ノ峰橋広場 午前  9:00～午前  9:20 下ノ段橋前
午前  8:50～午前  9:10 三橋登宅前 午前  9:30～午前  9:40 万江管理センター
午前  9:20～午前  9:30 井出ノ口公民館前 午前  9:50～午前10:00 柳野公民館前
午前  9:40～午前  9:50 寺山公民館前 午前10:20～午前10:30 小森バス停前
午前10:00～午前10:20 ４区自治会館前 午前10:40～午前10:50 藤田商店前
午前10:30～午前10:50 西川内公民館前 午前11:00～午前11:10 柚木川内橋前
午前11:00～午前11:10 畜産センター前 午前11:20～午前11:30 向鶴橋前
午前11:20～午前11:40 一丸公民館前 午前11:40～午前11:50 沢水バス停前
午後  1:10～午後  1:30 小山田公民館前 午後  1:30～午後  1:35 白岳バス停前
午後  1:40～午後  2:00 ９区公民館前 午後  1:40～午後  1:45 水無出口
午後  2:10～午後  2:30 別府公民館前 午後  1:50～午後  2:00 水無集落
午後  2:40～午後  2:50 原先利且宅前 午後  2:10～午後  2:15 大川内橋前
午後  3:00～午後  3:10 東浦公民館前 午後  2:30～午後  2:40 黒木商店前
午後  3:20～午後  3:30 岩ヶ野公民館前 午後  2:50～午後  3:00 日熊宅前
午後  3:40～午後  3:50 下払自治会館前 午後  3:20～午後  3:30 尾寄先キャンプ場
午後  4:00～午後  4:10 湯ノ原バス停前 ※指定場所以外での個別注射は、行いませんので

指定場所に連れて来て下さい。午後  4:30～午後  4:40 尾崎公民館前

平成２０年５月２６日（月）（整理日）
時　　　　間 指　定　場　所 時　　　　間 指　定　場　所

午前  9:00～午前  9:20 万江管理センター 午前10:40～午前11:00 畜産センター前
午前  9:40～午前  9:45 向鶴橋前 午前11:10～午前11:20 岩ヶ野公民館前
午前10:10～午前10:30 三橋登宅前 午前11:30～午前11:50 別府公民館前

平成20年度狂犬病予防注射の巡回実施について
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健診が新しくなるのをご存知ですか？
～～～　特定健診・特定保健指導シリーズ　其の一　～～～
　平成20年4月から新たな健康診断の制度が始まるのをご存知でしょうか？
　ここでは、これからの健診制度についてシリーズでお知らせしていきたいと思います。第1回目は健診
の制度についてです。

・・・・・　健診の受け方が変わります　・・・・・
　近年、日本では生活習慣病が増え続け、日本人の死因の2/3、医療費の1/3を占めています。こうした生活習
慣病の増加やその医療費の高騰を防ぐため、メタボリックシンドロームに着目した、新しい健診制度である「特
定健康診査」（特定健診）と「特定保健指導」が始まります。対象者は40～ 74歳で、その年度を通じて医療保
険加入者（健康保険組合、政府管掌保険組合、共済組合、山江村国民健康保険など）すべてとなります。
　特定健診は医療保険者が義務を負うこととなるため、対象者の人は、加入している医療保険者が指定する健診
機関で受診することとなります。ですから、いままで村の住民健診（基本健診）を受けていた方で山江村国民健
康保険以外の方は、村の特定健診（今までの基本健診）が受けられなくなり、今後は医療保険者からの通知や広
報に従って健診を受けていただくこととなりますので注意してください。

○　健診の今までとこれから
今まで（平成 20年 3月まで） これから（平成 20年 4月から）

名　　称 年　　齢 実施主体 名　　称 年　　齢 実施主体
基 本 健 診 40歳以上

山江村
特 定 健 診 40～ 74歳 医療保険者

リフレッシュ健診 20～ 39歳 リフレッシュ健診 20～ 39歳 山江村
総合人間ドック 40～ 69歳 後期高齢者健診 75歳以上 後期高齢者広域連合

国保人間ドック 30～ 69歳 医療保険者
○　あなたの医療保険者は？
　ご自分の保険証がどこから発行されているか確認してください。そこに記載されているのがあなたの医療保険
者で、平成20年 4月からの特定健診の実施主体となります。詳しくは各医療保険者もしくは勤務先へ問い合わ
せてください。
○　がん検診について
　各種がん検診は、従来どおり村が実施主体となりますので、今までどおりの検診体制で実施予定です。
　次回は、さらに詳しい「特定健診」についてです。

★ ☞　国民健康保険からのお知らせ　☜ ★
○　この時期は、進学や就職、転勤等で居住地や医療
保険が変わられる場合がある方も多いのではないでし
ょうか？以下のような場合は役場衛生課にて手続きを
お願いします。（印鑑をお忘れなく）

☆国保に加入するとき
・ほかの市町村から転入したとき（職場の健康保険に
加入していない場合）
・職場の健康保険をやめたとき
・進学のために住所を移すが山江村国保に加入する場
合（在学証明書が必要）

☆国保をやめるとき
・ほかの市町村へ転出するとき
・職場の健康保険に加入したとき
・被保険者が死亡したとき

○　１ヶ月の窓口負担が一定額（自己負担限度額）を
超えた場合、国保の窓口へ申請することにより、超え
た分が「高額療養費」として払い戻されます。ただし、
70歳未満の人と 70～ 74 歳の人では、自己負担限度
額などが異なります。
申請の際には、印鑑・領収証をお忘れなく・・・

　◎70歳未満の人の場合（表Ⅰ）
　　窓口負担が自己負担限度額を超えたとき、超えた
分が高額療養費としてあとから払い戻されます。なお、
入院の場合は、「限度額適用認定証」や「限度額適用・

標準負担額減額認定証」を提示することで、医療機関
への支払が自己負担限度額までとなります。国保の窓
口で申請してください。（認定証が交付できない場合も
あります。）

　◎70～ 74歳の人の場合（表Ⅱ）
　　外来の場合は、窓口負担が外来の限度額を超えた
分もいったん支払い、超えた分が高額療養費としてあ
とから払い戻されます。また、すべての外来・入院の
窓口負担は世帯合算の対象となります。

☆　表Ⅰ
所 得 区 分 自己負担限度額（月額）
上位所得者 150,000 円＋（かかった医療費－500,000 円）× 1%
一 般 80,100円＋（かかった医療費－267,000 円）× 1%
住民税非課税 35,400 円
☆　表Ⅱ

所得区分
自己負担限度額（月額）

外来
(個人ごとに計算
します )

世帯単位
(入院と外来があった場合等の限
度額 )

現役並み
所 得 者 44,400 円 80,100 円＋（かかった医療費

－267,000 円）× 1%
一 般 12,000 円 44,400 円

低所得
Ⅱ

8,000円
24,600 円

Ⅰ 15,000 円
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　子どもさんの歯科検診の結果治療しなければな
らないむし歯がなかったお子さんです。（治療中
の人を除く）歯みがき ､仕上げ磨き、おやつの工
夫など親子で頑張りました。

５歳児歯科検診（平成20年2月12日実施）

　上村　真生　（享史）　　北永シ切団地

　迫田　雄飛　（勝則）　　堂園団地

　永石　萌花　（真樹）　　城内団地

　森口　英実　（英治）　　東浦

　山本　愛理　（洋照）　　合戦ノ峰

　（敬称略・あいうえお順）

　今回むし歯があったお子さんは
早めに治療をしましょう。

歯科検診で歯科検診で
虫歯のなかったお友達虫歯のなかったお友達

「麻しん（はしか）」と「風しん」の
予防接種が変わります。

　平成20年4月1日から「麻しん（はしか）」
と「風しん」の予防接種が変わります。
　麻しん（はしか）は感染力が強く、発生するとまん
延防止が非常に困難であるため、発生を予防するため
に確実に２回の予防接種を受ける機会を設けることが
必要です。
　また、麻しんや風しんは幼児期早期にかかってしま
うことが多いため、麻しんと風しんの予防接種は、お
母さんからの免疫がなくなる生後 12 月以降なるべく
早期に接種することが、お子様自身の予防だけでなく、
社会全体の感染症の予防（まん延防止）のため大変重
要です。
　平成 20 年 4 月からは、乾燥弱毒生麻しん風しん混合
ワクチン（MR混合ワクチンと呼ばれています）を用
いて、これまでの生後 1歳から 2歳までの間に 1回目
（第１期）の接種、小学校就学前の 1年間（幼稚園の年
長児の間）に 2回目（第２期）の接種に加えて、平成
20年から平成24年まで、中学１年生に相当する年齢
（第３期）と高校３年生に相当する年齢（第４期）の人
に新たに予防接種が追加されます。
　対象の方には個別に通知されます。

お問い合わせ　　山江村役場保健衛生課
　　　　　　　　　　　　電話　２４－１７００

赤十字（レッドクロス）から献血のお願い
kubiruは、球磨弁で結ぶという意味です。

　熊本県では、救急医療現場からの要請に応えるため、毎
日２５０人分程の血液が必要であります。
　人間の身体に流れている血液の量は、体重の７～８％と
いわれており、そのうち１５％が失われても医学的に問題
がないことが報告されています。
　また献血時には健康状態をチェックし、患者さんや献血
者の皆さんの安全を図るため国が定めた献血の基準と医師
の判断により献血をお願いしています。
　わたしたちは、便利で快適な社会に住む反面、交通事故
や災害事故など重大な事故と隣り合わせの世界で生活して
います。いつ何時、重大事故に遭遇するか予想がつきませ
んし、大手術など多量の輸血を伴う緊急事態に陥らないと
も限りません。
皆様の善意に支えられた献血は、こうした重大事故から何
ものにも代えがたい貴重な生命を守るために必要不可欠な
ものであり、真に「いのちといのちを結ぶ絆（きずな）」
であります。
　どうぞ皆様の暖かいご理解とご協力をお願いします。
　移動採血車による献血の日程は、下記のとおりです。
なお、今回から４００CCのみの採血となり、２００CCの
採血は行いませんのでご留意ください。
　日　時：平成２０年４月９日（水）
　　　　　午前１０時～１２時、午後１時～４時
　会　場：山江村農村環境改善センター

共同募金実績最終報告
　昨年１０月１日より、皆様に協力をお願いして
おりました赤い羽根共同募金ですが、最終実績の
集計が終わりましたので報告をいたします。
　本年度もたくさんの募金が集まり、目標額を上
回ることができました。
　ご協力いただいた皆様に厚くお礼申し上げます。
　なお、お寄せいただいた募金は、熊本県共同募
金会へ送金いたしました。

募金実績額
　一般募金………………５４２，５００円
　街頭募金…………………２４，１３１円
　学校募金……………………７，５０７円
　職域募金…………………６５，５３１円
　イベント募金……………２１，５０６円
　歳末たすけあい募金…３２７，６５０円

募金総額……９８８，８２５円
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お
知
ら
せ

臨
時
職
員
の
登
録
に
つ
い
て

　

臨
時
職
員
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
を
行
っ
て
も
ら
い
、

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
書
類
又
は

面
接
に
よ
る
選
考
の
う
え
、
採
用
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

登
録
を
す
る
に
は
、「
臨
時
職
員
登
録

申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
募
集
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
各
区

へ
回
覧
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

※
登
録
に
つ
い
て
詳
し
い
お
問
い
合

わ
せ
は
役
場
総
務
課
（
☎
２
３
│

３
１
１
１
）
ま
で
。

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

　

今
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
顔
と
も
な

っ
た
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
を
ご
存
知
で
す
か
？

最
近
で
は
、
全
国
大
会
も
開
か
れ
る
ほ

ど
、
多
く
の
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ン
ジ
と
ナ
イ
ロ
ン
の
柔
ら
か
い

素
材
で
で
き
た
、
円
盤
状
の
道
具
を
使

っ
て
行
う
競
技
で
す
。
ス
ロ
ー
イ
ン
グ

と
キ
ャ
ッ
チ
が
主
な
動
作
で
す
が
、
ル

ー
ル
は
な
じ
み
の
深
い
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

と
ほ
ぼ
同
じ
。
し
か
も
、
硬
い
ゴ
ム
製

の
ボ
ー
ル
に
比
べ
、
当
た
っ
て
も
全
く

痛
く
な
い
の
で
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
層
に
対
応
し
た
、
ス
ポ
ー

ツ
と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
村
に
お
い
て
も
、
ド
ッ

ヂ
ビ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
参

加
希
望
の
方
は
、
後
記
ま
で
電
話
で
お

申
込
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

information

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学
の

　

新
規
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

年
間
10
回
程
度
の
講
座
で
、
毎
回
テ

ー
マ
は
異
な
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
を
学
ぶ
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
入
学
資
格
＝
人
吉
球
磨
に
居
住
し
て

い
る
学
習
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方

◆
講
座
内
容
＝
地
域
の
歴
史
及
び
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
・
健
康
づ
く
り
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
他

◆
と
き
＝
原
則
と
し
て
毎
月
第
３
月
曜

日
（
休
日
の
場
合
は
火
）

◆
と
こ
ろ
＝
人
吉
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
、
人
吉
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

◆
定
員
＝
若
干
名
（
30
名
程
度
）

◆
受
講
料
＝
年
額
４
，
０
０
０
円
（
２

回
分
割
）
入
学
金
１
，０
０
０
円
（
新

規
）

◆
申
込
方
法
＝
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
／
連
絡
方
法（
電
話
等
）

を
記
入
し
４
月
30
日
ま
で

　

〒868̶0057

人
吉
市
土
手
町
19̶

２

　

永
井
方　

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学

事
務
局
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
右
同
☎
０
９
６
６
│
２
２

│
３
４
４
４

人吉保健所での「井戸水等水質検査業務」の廃止について
　熊本県人吉保健所では、これまで県民の方からの依頼を受けて実施してきました水質検査業務を平成
20年３月末をもちまして終了します。平成 20年４月以降に井戸水等の水質検査を希望される方は、厚
生労働大臣の登録を受けた水質検査機関をご利用いただきますようお願いします。
　また、検査に当たっては、検査料金・持ち込み方法等について、事前に各登録水質検査機関にお問い合
わせ下さい。なお、保健所では、従来どおり井戸水等の水質に関するご相談に応じておりますので、今後
ともご利用下さい。
　詳細については、熊本県人吉保健所または環境生活部水質環境課へお問い合わせ下さい。
●県内に検査施設を有する登録水質検査機関

登録水質検査機関名 検 査 施 設 所 在 地 TEL／ FAX
インターネットアドレス

社団法人熊本県薬剤師会 熊本市本荘3-2-19 ☎ 096-366-9372／b096-366-9377
http://www.kumayaku.or.jp

株式会社野田市電子 熊本市世安町335 ☎ 096-322-0167／b096-353-6003
http://www.nodaichig.jp/T2000/T2000.html

株式会社同仁グローカル 上益城郡益城町田原2081-25 ☎ 096-286-1311／b096-286-1312http://www.doujindo.co.jp/glocal/

株式会社三計テクノス 熊本市御領5-6-53 ☎ 096-388-1222／b096-388-7511
http://www.geocities.jp/sankeitech/

ニチゴー九州株式会社 宇土市北段原町230 ☎ 0964-22-4790／b0964-23-5566
http://www.nichigo-kyushu.jp/index3.html

※この他にも県外に検査施設を有する登録水質検査機関もあります。
●お問い合わせ先
熊本県人吉保健所衛生環境課
TEL0966 ｰ 22 ｰ 3107　FAX0966 ｰ 22 ｰ 4392

熊本県環境生活部水環境課水道班
TEL096 ｰ 333 ｰ 2302　FAX096 ｰ 387 ｰ 7612
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て
お
り
ま
す
。

日
時
：
平
成
20
年
４
月
27
日
（
日
）

　
　
　

９
時
受
付
開
始

場
所
：
山
江
村
体
育
館

参
加
資
格
：
村
内
在
住
の
方
は
ど
な
た

　
　
　
　
　

で
も
可

参
加
費
無
料

※
準
備
物
：
運
動
の
で
き
る
服
装
、

　
　
　
　
　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

　
　
　
　
　

タ
オ
ル
、
着
替
え
、
飲
料

（
申
込
・
問
合
せ
先
）

　

山
江
村
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
係

　

☎
２
３
│
３
６
０
４

一
緒
に
風
を
感
じ
て
見
ま
せ
ん
か
！

　

こ
の
ほ
ど
、村
内
の
バ
イ
ク
好
き
（
所

有
者
）
が
集
ま
っ
て
、
ツ
ー
リ
ン
グ
ク

ラ
ブ
（
Ｙ
Ｔ
Ｃ
）
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
バ
イ
ク
と
い
う

同
じ
趣
味
を
も
っ
た
村
内
の
バ
イ
ク
愛

好
者
が
集
い
、
異
年
齢
の
交
流
や
次
世

代
へ
の
継
承
、
交
通
安
全
な
ど
、
村
内

は
も
ち
ろ
ん
、
村
外
の
色
々
な
場
所
へ

出
掛
け
、
山
江
村
の
良
さ
を
再
認
識
、

再
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
資

源
の
利
活
用
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　

昨
年
十
月
、
第
一
回
目
の
ツ
ー
リ
ン

グ
（
長
島
〜
天
草
）
を
開
催
し
、
ク
ラ

ブ
の
親
睦
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
村
内
の
バ
イ
ク
愛
好
者
の

方
に
沢
山
加
入
い
た
だ
き
、
交
流
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
加
入
条
件　

バ
イ
ク
が
好
き
な
方
で

会
の
目
的
に
賛
同
頂
く
方
（
概
ね
、

１
２
５
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
所
有
者
）

○
活　

動　

年
数
回
の
ツ
ー
リ
ン
グ
他

　
（
ツ
ー
リ
ン
グ
後
の
交
流
会
）

問
合
せ
先　
　

中
竹　

裕
二

　

携
帯
０
９
０
・
１
０
８
２
・
９
２
４
５

平成20年２月29日現在
（平成 20 年２月 29 日までの受付分）

ご結婚おめでとう
　白竹　陽一　（神園）　　　　野口ひとみ　（寺山）

　岡本明季典　（手石方）　　　田中　弘美　（あさぎり町）

おくやみ申し上げます　　　（　）は死亡日
　宮坂　　行　（勇） 井出の口 （ 2 ／  1）

　山﨑　和昭　（チズ子） 井出の口 （ 2 ／ 13）

　前田　　大　（ヤス子） 別府 （ 2 ／ 18）

　福本キミ子　（成章） 井出の口 （ 2 ／ 28）

善意ありがとうございました
【香典返し】
　宮坂　　勇 山﨑チズ子

【一般寄付】

　人吉タクシー(株)職員一同

　山江村新春のつどい発起人会

（敬称略）

「ねんきん特別便」をお送りします。
～あなたの年金記録の確認をお願いいたします～

社会保険庁からのお知らせです。
　基礎年金番号に結びついていない約 5,000 万件の記録について、平成 19年 11月からコンピューター
による名寄せ作業を開始し、その結果、皆様の基礎年金番号の記録と結びつく可能性のある記録が出てき
た方に、12月から平成20年 3月までの間に、「ねんきん特別便」を順次お送りいたします。
　それ以外のすべての皆様にの方にも、順次「ねんきん特別便」をお送りしますので、お待ち下さい。
　●年金受給者の方々へは、平成20年 4月から 5月までの間に。
　●現役加入者の方々へは、6月から 10月までの間に。

わからないことがありましたら、
八代社会保険事務所または住民福祉課・民生委員へご相談ください。
　八代社会保険事務所　　TEL0965-35-6115（代表）
　住民福祉課福祉係　　　TEL0966-23-3978

　「ねんきん特別便」によるご本人様のご確認及びお手続きを経て、はじめて記録が結びつ
くことができます。
　お手数をおかけいたしますが、お手元に届きました「ねんきん特別便」により、ご自身
の年金記録に記載もれや誤りがないかをご確認の上、必ずお手続きくださいますようお願
いいたします。
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人口と世帯
平成20年2月29日現在

各課への直通電話がございます。
山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前月との比

総　 務　 課
産業情報課
企画情報センター
税　 務　 課
住民福祉課
保健衛生課
会　 計 　室
建　 設　 課
議会事務局
教育委員会
歴史資料館

23-3111
23-3113
23-5234
23-5692
23-3978
24-1700
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,997人（－10)

　男　　1,896人（－  8)

　女　　2,101人（－  2)

世帯数　1,252戸（－  3)

― 

最
後
の
１
ヶ
月 

―

　

３
月
４
日
に
１
年
間
の
報
告
会
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

発
表
内
容
を
考
え
始
め
た
と
き
内
容
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、

１
年
間
の
写
真
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
そ

の
時
の
状
況
や
会
話
を
思
い
出
す
こ
と
が
出
来
き
、
そ
の
時
で
は
気

付
け
な
か
っ
た
「
気
付
き
」
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
気

付
き
を
基
に
東
京
で
の
衣
食
住
、
そ
し
て
仕
事
を
通
し
た
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

報
告
会
に
は
同
じ
ビ
ル
内
の
人
や
、
仕
事
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た

人
々
が
3
0
名
ほ
ど
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
懇
親
会
の
締
め

の
時
間
に
３
人
の
方
か
ら
コ
メ
ン
ト
ま
で
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
充

実
し
た
報
告
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
１
年
で
感
じ
た
の
は
、
人
の
や
る
気
が
社
会
を
変
え
て
い
る

こ
と
。「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

P
S
．
東
京
弁
が
身
に
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
山
江
に
戻

り
ま
し
た
ら
み
な
さ
ん
の
山
江
弁
を
た
っ
ぷ
り
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

美味しい春を楽しむ！ 
　春の訪れは、芽をふき、ピンクや黄色の花々
が色鮮やかに咲きはじめます。
　ひとつの区切りの季節。疲れがたまっていま
せんか？いちごにはビタミンＣがたっぷり入って
いて、クエン酸も含まれているので、疲労回復・
風邪予防にも効果があるといわれます。そのま
ま食べても美味しいけど、ちょっと手作りして美
味しい春を楽しんでみませんか？

（１人分）
エネルギー：205kcal 
たんぱく質：4.4ｇ １Ａをミキサーにかける。

２ゼラチンは熱湯に振り入れ、かき混ぜて溶かす。
３①をボールに入れて②を加え混ぜ、器に流し入れ、冷蔵
庫で冷やし固める。

４いちごは荒く刻み、砂糖をかけて、電子レンジで約２分
加熱し、冷ましておく。

５冷やし固まったムースに、いちごを飾り、いちごソース
をかける。

いちごムース

★材料（5人分）　　　　分量
 　⎧・いちご 100ｇ
 　⎪・牛乳 100㎖
 Ａ⎨・生クリーム 100㎖
 　⎪・ヨーグルト 100㎖
 　⎩・砂糖 大さじ３
・ゼラチン 5ｇ
・熱湯 50㏄
　　　　　・いちご 5ヶ
　　　　　・砂糖 大さじ２
・飾り用いちご 10ヶ

⎧
⎨
⎩

いちごソース


